
平成２０年度 学校評価（成果・課題・対応策）

項 目 成 果 課 題 対応策

学校教育目標

経 営 目 標

・教育目標、経営目標、方

針等を共通理解し、学年・

学級経営案、自己申告書等

の目標に位置づけ実践で

きた。

・公約リーフレット、学校

だより等で積極的に情報

提供した。

・学校説明会、成果報告会、

研究報告会等を実施し、保

護者へ伝える機会を設け

たが参加が少なかった。

・学校説明会、研究発表会等

を授業参観や学校行事等とセ

ットにしたり、持つ時間帯な

どの持ち方の工夫する。

教 育 課 程

学 習 指 導

・全学級が計画授業時数を

きちんと確保することが

できた。

・各学年の目標冊数を設定

し、朝の読書や図書館利用

時間を活用して読書の充

実が図れた。また、教科の

発展としての調べ学習等

も活用が図られた。

・学校安全教育のテーマに

沿って総合の時間で十分

に学習が深められた。

・ＡＬＴやネーティブのボ

ランティアを活用しての

授業やクラブ活動等を計

画的に行い国際理解教育

の充実が図られた。

・学力向上対策推進計画を

全職員で共通理解して推

進することが十分ではな

かった。

・諸テストを分析し、個に

応じた補習指導等が十分

できなかった。

・学級活動や話し合い活動

で自主的・実践的な態度を

育てることが出来なかっ

た。

・定期的に学力向上対策委員

会を開き全体で共通理解しな

がら進める。

・諸テストの結果を分析し、

落ち込んだ内容の全体での確

認、補習指導での定着の強化

を図ると共に校内研修等で授

業力の向上、授業改善の取り

組みを進める。

・特別活動の年間計画を検討

し、計画的な話し合い活動の

充実を図ると共に学校行事や

諸活動を通して実践的な態度

を育てる。

生 徒 指 導

・生徒指導全体会で職員の

共通理解が図られ協同実

践できた。

・問題が起きた時速やかな

学年、学校対応、保護者へ

の連絡がｽﾑｰｽﾞに行えた。

・あいさつ等の基本的な生

活習慣は昨年に比べ改善

が見られたが継続指導が

必要。

・あいさつ運動の取組や授業

を通してあいさつの重要性に

ついての指導の充実を図る。

また、家庭でも習慣が身に付

くように連携を図りながら取

り組む。

キャリヤ教育

・全体計画が作成され、学

期初めや年初めなど常に

目標を持たせながら活動

できた。

・６年生で職場体験活動が

できた。

・キャリア教育では６年生

は職場体験を実施したが、

他の学年では発達段階に

応じた指導が充分出来な

かった。

・キャリア教育計画を全体で

確認し、発達段階に応じたキ

ャリア教育の内容・方法等の

共通理解を図る。



安 全 管 理

・安全教育の指定研究を通

して児童・職員の危険回避

能力、危機管理意識が高ま

った。

・保護者や地域の人材を活

用して登下校の安全確保

が出来た。

・登下校の安全指導ではま

だまだ保護者の参加が少

ない。

・学校説明会、学校行事等で

学校の取り組みを充分知ら

せ、絶えず呼びかけ参加者を

増やす工夫をする。

保 健 管 理

・職員の協力により保健行

事をスムーズに行うこと

ができた。

・基本的な生活習慣の定着

（早寝、早起き、しっかり

朝ごはん）

・日々の生活習慣を保健だよ

り、掲示資料を通して家庭と

協力し連携を図る。

特別支援教育

・定期的な特別支援教育委

員会を持ち情報交換、対応

策などを検討できた。

・個別の指導計画・支援計

画が作成され、特別支援学

級との交流を計画的に持

つことができた。

・学習支援者の人材の確

保、活用の方法。

・関係機関との連携の方

法。

・関係機関との連携を図りな

がら人材の確保に努める。

・個別の指導計画・支援計画

による、校内支援体制として

の関わり方の整備を図る。

組織・運営

・各主任を中心に計画的に

諸活動が推進できた。

研 修

・全体での検証授業や授業

研究会等を通して共通理

解できた。

・安全教育や学対としての

両面で検証授業や研修会

ができた。

・学習を支える力、聴く、

話す、授業中の姿勢等の学

習規律の指導の徹底。

・校内研修のテーマに掲げ全

職員共通理解、協同実践で取

り組む。

保 護 者

地域との連携

・学校便り、学年便り、ホ

ームページ等で学校の様

子を保護者や地域に発信

できた。

・さまざまな活動で地域ボ

ランティアの活用が図ら

れた。

・学校評議員会を持ち地域

の意見を学校教育に生か

すことが出来た。

・授業参観への参加は多い

が、学級懇談会・学校説明

会等への参加者が少ない。

・参加者の少ない原因を考察

し、魅力ある懇談会・説明会

になるよう工夫する。

・学級・学年のＰＴＡ組織を

活用し啓蒙活動を図る。

施 設 ･設 備

・毎月の安全点検を確実に

実施し、危険箇所の把握、

対応ができた。

・修繕等に時間がかかるこ

とがあった。

・市教委、校内の修繕担当と

の連携を密にして早い対応の

工夫を図る。


